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うことを何十べん教壇で話そうとも, 平和について真に子供に理解 させた ことにならないであろ
う。
平和主義が,ひとつの奇麗事,観念的理想として, 通り過ぎてしまわれてはならないのである。


















































































「…………もう一つは,よその国 と争 い ごとがおこったとき, けっし戦争によって相手をまかし















































除去 (6項)戦争遂行能力の破壊 (7項), 軍隊の完全武装解除 (9項)を要 求 しており, 日本
は, これを承諾降伏したのであるから, この精神は当然新憲法に義務として引継がれる運命にあっ
たのであり, マッカーサー司令部の提示 した憲法原案も「日本の国際的地位を高める唯―の方法」








(※5)ブラジル憲法 (1954年)スペイン憲法 (1951年)フィリッピン憲法 (1955年)フランス憲法 (1946年
)がその例として上げられるが,いずれも自衛戦争は放棄せず,軍備を廃止していない。




































一切 の戦 争 を放棄せざるを得ないことになるとする点に関しては,「自衛のため」 なら「陸海空
軍その他の戦力」を保持し得るとする解釈が対立するのである。すなわち,それは,第九条第二項
が「前項の目的を達するため」その他の戦力を保持しないと定めていることを根拠とす るものであ
る。 すなわち,第一項の「国際紛争を解決する手段」としての戦争 (侵略違法な戦争)は放棄 し,
















































































鳥取大学教育辛部研究報告 教育科¥ 第12巻 第1号





収拾出来ない混乱をひき起こし,裁判所自信が政治問題の渦中にまき込まれる恐 れ あ る ものとし





























































平和主義は, 人類がながい歴史のあいだに,多くの犠牲をはらってきずいてきた貴重な遺 産 で あ
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うことになるのであるが, これは,侵略違法の戦争を永久に放棄したとする第九条第一項が考えら











































































































































































に解釈するかが強い決定力を持つものであり,憲法解釈の変遷が比較的容易 に認 め られると考え
られる。しかも最高裁判所のいわゆる砂川事件に対する判決は,いささか徹底を欠いている面はあ






















16        細川 哲 :社会科教育 (公民的分野)における平和主義について
のに「安全保障条約」がある。これは社会科教育における平和主義の学習の一環であると同時に,
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Su―ary
``Pacifis■1"is,together with democracy,the center of social studies education.Further,at the
present time the peace goes before everything. Even excellent culture, science and art訥Iill
lose the value duc to the destruction of peace. Accordingly it is a big aini of social studies
education to bring up a man who has the wisdom and courage that keep the peace. For it
the learning and exercising, in訥「hich the questionary points will be fully studied, should
be carried out,not handling the F`paCifis■■'' as only an abstract ideal but comparing it with
a severe actuality.
(1970年4月50日受理)
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